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以下、距離・高さの単位は、m(メートル)とする。 

山頂 CBA ,, から、海抜 0mの水平面に降ろした垂線の足を、 CBA  ,, とする。 

C と Aの高低差を xとすると、
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C と B の高低差は 390x であるから、 )390(3
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 30BCA であるから、余弦定理より 
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一方、 Aと B の高低差は390であるから 3390
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732.13  として 52.35327052.623270732.1360 x  

 

1m 未満は四捨五入して、求めるC の高さは 19543541600  m ……(答) 
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